
岩手県水産基盤整備方針（現行）の実施状況等を踏まえた課題

陸揚げ作業の効率化や漁業就労環境の改
善に資する施設整備を推進

計画的な漁港施設の長寿命化を推進

①漁業生産の効率化・就労環境の向上

③漁港施設の長寿命化対策

浮桟橋

岸壁(老朽化)

漁業集落排水施設等の整備などを推進

高度衛生品質管理に資する施設整備を推
進

増殖場等の整備を推進。

津波避難誘導デッキ等の整備を推進

②漁港における衛生品質管理の高度化

④漁場生産力の向上

⑥漁港内からの早期避難対策

⑦漁村生活環境の向上

産地魚市場

アワビ・ウニ増殖場

津波避難誘導デッキ

漁業集落排水施設

現行（H27～H30) 実施状況等（H29末時点）

①漁業作業時間の短縮や省力化による漁業生産
の効率化・就労環境の向上を図るため、浮桟橋
や船揚場等の整備を４漁港で実施

⑤想定される地震・津波への施設の安全性の向
上を図るため、防波堤・岸壁等の耐震・耐津波
強化を４漁港で実施

③計画的に長寿命化対策を進めていくため、老
朽化調査や機能診断を25漁港で実施

②全国トップレベルの衛生品質管理が可能な体
制を構築するため、高度衛生管理型魚市場等の
整備を２漁港で実施

④大震災津波で被災し機能が低下している増殖
場の機能回復に資する整備を４漁場で実施

⑥漁港内の早期避難を誘導するため、津波避難
誘導デッキ等の整備を４漁港で実施

⑦漁村生活環境の向上を図るため、漁業集落排
水施設や集落道などの整備を３地区で実施

課題

①漁業生産の効率化・就労環境の向上等に資する整備を更に推
進していくことが必要
併せて、衛生品質管理の高度化に資する整備を更に推進して
いくことが必要

④防波堤・岸壁等の耐震・耐津波強化を更に推進していくこと
が必要
・増大する高波に対して、漁船の安全な係留を可能とするため、
沖波（設計波高）の見直しによる耐波性能の照査結果に基づく
防波堤等の嵩上げ整備等を推進していくことが必要

②機能保全計画に基づく適時・適切な補修等を更に推進してい
くことが必要

③大震災津波で被災し機能が低下している増殖場の機能回復に
資する整備を更に推進していくことが必要
・漁場生産力の向上を図るため、漁港内の静穏泊地等を活用し
たアワビ・ウニ増殖場の整備を検討していくことが必要

⑤津波避難誘導デッキ等の整備を更に推進していくことが必要

⑥漁業集落排水施設や集落道などの整備を更に推進していくこ
とが必要
・機能診断の結果、老朽化が進行している漁業集落排水施設の
補修・更新コストの低減を図るため、機能保全計画に基づく適
時・適切な補修等を推進していくことが必要

○ 現行方針は、H27～H30を期間として、H26.2月に策定。（H26.2月の水産審議会で報告）
○ 位置付けとしては、「いわて県民計画」及び「岩手県東日本大震災津波復興計画」を着実に推進するため、平成30年度までの水産基盤整備に係る方針を示すもの。
○ 具体的な取組事項については、地域ニーズを踏まえながら、以下に示す７項目としたもの。

現行方針
の概要

赤字：新たな課題

荒天時の越波対策や耐震・耐津波対策を
進めるための防波堤・岸壁等の整備を推進

⑤漁港における防災・減災対策

防波堤

★漁村のにぎわい創出を図るため、漁業体験や余暇活動の場とし
て漁港を活用するなど、漁港ストックの多目的利用を検討してい
くことが必要

★漁業地域の防災力向上を図るため、津波来襲時における｢漁船
避難ルールづくり｣や市場を中心とした｢事業継続計画(ＢＣＰ)｣
の策定など、ソフト施策の充実・強化を促進していくことが必要

資料３



岩手県水産基盤整備方針の改訂（素案）

○東日本大震災津波からの漁港の復旧は概ね完了。
○県の次期総合計画、国の漁港漁場整備長期計画（H29～H33）や水産政策の改革の動向を踏ま
えつつ、新たな地域ニーズに対応した水産基盤整備の具体的な方向性を示すもの。

策定（改訂）趣旨

○次期総合計画に掲げる水産施策を着実に推進するため、水産基盤整備の具体的な方向性を示
すもの。
○当該方針の期間は、次期総合計画における第１期アクションプランと整合を図ることを基本
とし、国の長期計画の見直しを踏まえ、適宜見直しを実施する。

位置付け

検討項目 ８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

重点取組
事項(素案)

地域ニーズ
の把握

整備方針
(素案)

整備方針
(原案)

※ スケジュールは、次期総合計画の検討状況等を踏まえ、適宜見直し

検討スケジュール

収益力の高い「食料・木材供給基地」をつくります

一人ひとりに合った暮らし方ができる農山漁村をつくります

高収益を実現する生産
基盤の整備

気候変動や自然災害に強
い農林水産業の推進

岩手らしい魅力あふれる
農山漁村づくりの推進

イメージ図

⑥⑥⑥⑥漁業集落排水施設の整備漁業集落排水施設の整備漁業集落排水施設の整備漁業集落排水施設の整備

④防波堤等の機能強化④防波堤等の機能強化④防波堤等の機能強化④防波堤等の機能強化

①省力化施設①省力化施設①省力化施設①省力化施設((((浮桟橋浮桟橋浮桟橋浮桟橋))))の整備の整備の整備の整備

②老朽化施設②老朽化施設②老朽化施設②老朽化施設
の補修等の補修等の補修等の補修等

⑤⑤⑤⑤津波避難誘導デッキ等の整備津波避難誘導デッキ等の整備津波避難誘導デッキ等の整備津波避難誘導デッキ等の整備

③アワビ・ウニ増殖場の整備③アワビ・ウニ増殖場の整備③アワビ・ウニ増殖場の整備③アワビ・ウニ増殖場の整備

8/2審議会提示

地域ニーズの把握
整備計画の検討

次回の審議会
で提示

原案作成・決定

長期ビジョンの項目（案）での該当項目

水産基盤整備方針の重点取組事項（案）

① 漁業生産の効率化・就労環境の向上

② 漁港施設の長寿命化

③ 漁場生産力の向上
（漁港内の静穏泊地を活用した増殖場整備）

⑥ 漁村の快適な生活環境の向上
（漁業集落排水施設等の長寿命化）

⑦ 漁村のにぎわい創出

④ 自然災害に備えた防波堤・岸壁等の機能強化
（増大する高波に対する防波堤等の嵩上げ）

⑤ 漁業地域の防災力向上
（防災・減災に資するソフト施策の充実）

※ 赤文字は、新たな課題に対応する項目

⑦⑦⑦⑦漁港の多目的利用の促進漁港の多目的利用の促進漁港の多目的利用の促進漁港の多目的利用の促進


